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団 体

愛媛の環境団体

エヒメエコプ ロガイド

愛 媛の 環 境 を 保 全 する プロ集 団

緑
の
戦
士
み
き
ゃ
ん

愛
媛
の
自
然
環
境
を
守
る
け
ん

お問い合わせ

愛媛県 県民環境部 環境局 環境政策課 環境計画係
〒790-8570 愛媛県松山市一番町4-4-2
TEL：089-912-2345　FAX：089-912-2344

令和5年2月発行
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我
ら
は
✛
の
ᚢ
჻
㯒
き
㯖
㯦
と
㮈㯲
コ
㰡
㰷
㮉

ᗲ
ᇫ
の
自
ὼ
と

૑
㯒
よ
い
ま
ち
を

቞
る
け
㯦
㱪

愛
媛
は
海
に
山
に
里
に
、

美
し
い
自
然
の
宝
庫
。

で
も
地
球
温
暖
化
、環
境
破
壊
、

ゴ
ミ
問
題
…
敵
は
い
っ
ぱ
い
。

手
強
い
敵
か
ら
、

み
ん
な
が
住
む
ま
ち
を
守
る
た
め

環
境
を
保
全
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る

プ
ロ
集
団「
エ
コ
プ
ロ
」が
い
る
ん
よ
。

各
地
で
戦
っ
て
い
る「
エ
コ
プ
ロ
」た
ち
。

そ
ん
な
彼
ら
が
集
ま
っ
た
ら

も
っ
と
強
い
パ
ワ
ー
を
発
揮
で
き
る
は
ず
。

こ
の
冊
子
を
手
に
取
っ
た
あ
な
た
が

「
エ
コ
プ
ロ
」に
加
わ
れ
ば
、も
っ
と
強
く
な
れ
る
！

ま
ず
は
こ
の
１
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
て
。

ど
ん
な「
エ
コ
プ
ロ
」が
各
地
に
い
る
の
か
を
見
て
ほ
し
い
ん
よ
。

「
エ
コ
プ
ロ
」は
あ
な
た
と
い
う
追
加
戦
士
を
待
っ
と
る
け
ん
ね
！

愛
媛
の
自
然
と
住
み
よ
い
ま
ち
を
守
る
た
め

一
緒
に
戦
お
う
！

0�0�



᧲
㱁ਛ
㱁ධ
੍
で
活
発
な
ᗧ
⷗
を
੤
឵

愛
媛
ݝ
内
の
環
境
保
全
・
自

然
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
地
۠
ผ
で
ू
݁
。
活
動
内

容
の
報
ࠂ
と
৘
報
ऩ
ू
、
団
体

交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た「
愛
媛
エ
コ
プ
ロ
ϛ
ー
テ
ィ
ン

グ
」を
౦
・
中
・
南
予
の
�
カ
所
の

会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

౰
೔
は
֤
団
体
の
代
ද
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
活
動
内
容
に
つ
い
て
プ

Ϩ
θ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
そ
の
後
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
団
体
が

活
動
す
る
্
で
の
՝
୊
や
๊
え

て
い
る
೰
み
な
ど
に
つ
い
て
、
س

ጨ
の
な
い
ҙ
見
交
׵
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ಉ
時
に
ޓ、
い
に
協
力
・

連
ܞ
で
き
る
こ
と
を
確
認
す
る

機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

࠶ɺ৿ྛޢগಈ২෺อر΍ޢอڥͷࣗવ؀ࢁΑΔཬʹۀاຽஂମ΍ࢢͷଟ͍த༧஍۠Ͱ͸ɺޱ΋ਓ࠷಺Ͱݝ

ੜɺϦαΠΫϧͳͲଟํ໘ʹ׆ಈ͕ల։͞Ε͍ͯ·͢ߴɻ ಈͱ͠׆ੜ͕෦ߍ ͯऔΓ૊ΜͰ͍ΔɺϚπΧαΨΠ΍ϝ

μΧͳͲͷઈ໓ةዧछͷ࣮ଶௐࠪ΍อޢʹ͍ͭͯ΋ൃ׆ͳڀݚɾ׆ಈใͤد͕ࠂΒΕ·͠ ͨɻ

ᄙᣇ㕙ߦᐢࠆ߇ᵴേ߿㜞ᩞ↢ߩᵴべ߇ᦼᓙࠆࠇߐ

˔ えひめ森のҊ内人会 ˔ く΅の里山保存会
˔ 有限会社 トヨシマנళ
˔ NPO法人 森からつづく道
˔ 特定非営利活動法人 ༝良野の森
˔ 愛媛大学ෟଐ高等学校 理科部
˔ 愛媛県立松山中ԝ高等学校 生物部

ෳട࿅૕

CHUYO TOYO NANYO

ͷ૑ࣄ࢓΍ಠࣗ঎඼ͷ։ൃɺ৽ͨͳ༺׆ͷ༗ޮݯࢿಈΛ௨ͨ͡஍Ҭ׆อશڥ஍ଳΛ༗͢Δ౦༧஍۠ɻ؀ۀ޻

ग़ߴɺ ଓͤ͞ΔͨΊͷӡӦʹ೤৺ʹऔΓ૊ΜͰ͍ΔஂܧಈΛཱࣗͯ͠׆ੜͷΫϥ΢υϑΝϯσΟϯά௅ઓͳͲɺߍ

ମ΋ଟ͘ɺͦ ΕͧΕ͕࣋ͭϊ΢ϋ΢Λڞ༗͢Δػձʹ΋ͳΓ·͠ ͨɻ

ᵴേߩ߼ߚࠆߖߐ⛯⛮ߡߒ┙⥄ࠍㆇ༡߽ߦᾲᔃ

ෳട࿅૕

˔日時ʗ12月14日（水）
 13�00ʙ15ɿ00
˔会場ʗS"IJO #"SE

東予ࠣࡦࠖ࠹࡯ࡒ

CH UYO TOYO NANYO

๛͔ͳࣗવܙʹڥ؀·Εͨೆ༧஍۠͸ɺرগಈ২෺΍ઈ໓ةዧछ΋਺ଟ͘ੜଉ͓ͯ͠Γɺͦ ΕΒͷอ׆ޢಈΛ௨
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खͷҭ੒ʹ͍ͭͯ΋ ·͟͞ ·ͳऔ૊͕ߦΘΕ͍ͯΔ͜ͱͳͲ͕ใ͞ࠂΕ·͠ ͨɻ

ᶏ࡮ጊ࡮㉿ߥ߆⼾ߩ࿾ၞ⾗Ḯ߇ᵴേࠬ࡯ࡌߩ

ෳട࿅૕

˔日時ʗ12月16日（ۚ）
 13�00ʙ15ɿ00
˔会場ʗCO8OR,ING-HU#
 nanZo sign
   （内子まちの駅Nan[e 2'）

南予ࠣࡦࠖ࠹࡯ࡒ

NANYOCH UYO TOYO

˔日時ʗ12月12日（月）
 13�00ʙ15ɿ00
˔会場ʗ愛媛大学

E.U.Regional Commons
 （ひめテラス）

中予ࠣࡦࠖ࠹࡯ࡒ

㧩ߪߣޠࡠࡊᗲᇫࠛࠦޟ
Ѫඤݝ಺Ͱ׆ಈ͢Δڥ؀อશ΍ֶڥ؀शɺࣗ વ

อޢͳͲɺ͞ ·͟·ͳ׆ಈʹऔΓ૊Ήਓͨͪɺஂ ମ

ͷ ͱ͜ɻ͍ Θ͹ʮѪඤͷڥ؀Λอશ͢Δϓϩूஂʯʂ

˞͜ͷࢠ࡭Ͱ͸ɺʮࡾӜอʯѪڥ؀ۚجอશɾࣗ વอޢ෼໺ެืۀࣄॿ੒ஂମ
ɹ·ͨ͸ࡾӜอڥ؀৆ड৆ஂମ౳Λ͍ͯ͠ࡌܝ· ʢ͢ৄ͘͠ ͸1�1΁ʣ

%*'%-㧋

㧋㧋ߚߒ߹ߒ㐿௅ࠍ
ᗲᇫࠛࠦࠣࡦࠖ࠹࡯ࡒࡠࡊᗲᇫࠛࠦࠣࡦࠖ࠹࡯ࡒࡠࡊ

˔ 愛媛ダイビングセンター
˔ 特定非営利活動法人 内子未来づくりネットワーク
˔ 特定非営利活動法人 かわうそ෮活プロジェクト
˔ NPO法人 スペースΏう ともの会
˔ トキワバイカ プˎロジェクト
˔ ૒海町ਯ地区ほたる保存会ɹ˔ やませみ22

˔ NPO法人 うち͵き21プロジェクト ઍ町୨田チーム
˔ 特定非営利活動法人 西条自然学校
˔ ঙ内ハッチョウトンボ保存会
˔ 東芝ライテック 株式会社 今治事業所
˔ hinelɹ˔ 一般社団法人 をかしや
˔愛媛県立今治東中等教育学校 ボランティアチーム
˔愛媛県立新居浜工業高等学校 7YS部
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F i le .
૕
㛎
を
通
し
て
વ
え
る
ᄢ
事
な
㮦
と

エώメエコプ ロガイド

߰ޟ ࠇ ޽ ޿ ޠ
森の自然や生物とޒ感で

ふれあい、多様性を
知っていく

ቇޟ ߮ ޠ
森の持つ多様性から

その地域に住む人間との
共生を学んでいく

⢒ޟ ߡ ࠆ ޠ
人間と共生していく

森や自然づくりの意識を
高༲していく

1 定ྫ会で道後ʙ瀬戸風ಕʙৗ信ࣉをࢄ策ɹ
2 自然体験フェスタで水మ๒づくり 3 森林公

園での樹木学習会 4 植林したクψギබの周辺
の下草מり 5 えひめ森林公園ESDプログラム

「森林のಇきを知ろう」で小学生を引཰આ明

˔所 在  地ʗ松山市市௶南1-16-26
˔ి࿩番߸ʗ090-8971-1834（౻原）
˔設 立  年ʗ平成15年ɹ˔活動人数ʗ169人

なしɹɹ  なしɹɹ  なし

毎月                  定ྫ会

毎月ୈ2水༵ɹ「えひめ森の交流センター」での
                        ボランティア、ܰ 作業

8ʙ12月ɹ       「森への༠い講座」の開催（7回）

10月末日༵       愛媛県の環境ボランティア4団体での
                         「自然体験フェスタ」開催

毎
年
開
催
し
て
い
る「
৿

へ
の
༠
い
講
࠲
」
を
म
ྃ
し

た
会
һ
で
ߏ
成
さ
れ
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
৿
ྛ

ࢄ
策
ガ
イ
ド
や
֤
種
野
֎
活

動
、木
の
実
や
つ
る
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
講
࠲
の
開
催
、「
愛

媛
ݝ
৿
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」

の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。ಉ
時
に
会
һ
ಉ

ࢤ
が
楽
し
む
た
め
の
ొ
山
や

৿
ྛ
ࢄ
策
な
ど
の
ྫ
会
や
、

自
然
観
察
部
会
や
ࣸ
ਅ
部

会
な
ど
の
֤
部
会
活
動
も

活
発
だ
。
԰
内
֎
の
活
動
を

通
じ
て
৿
ྛ
の
大
੾
さ
を
知

り
、
৿
ྛ
を
守
り
育
て
る
た

め
に
は
Կ
を
す
れ
͹
い
い
の

か
、
ҙ
ࣝ
の
向
্
に
໾
ཱ
て

れ
͹
と
活
動
を
続
け
て
い
る
。

1

4
3
5

2

౏

HP

͑
ͻ
Ί
৿
の
Ҋ
಺
ਓ
ձ

団 体

自
ὼ
と
㯈
㯟
あ
い
な
が
ら
⍮
る
᫪
ᨋ
と
の
౒
生

09「三浦保」公募事業助成団体…　　　　　　「三浦保」環境賞受賞団体…౏ Ⅳ

07 気になる活動をチェック� 中予エリア

17 気になる活動をチェック� 東予エリア

27 気になる活動をチェック� 南予エリア

35 その他の団体・企業・学校（課外活動）リスト

41 愛媛県「ࡾӜ保」愛基ۚのごҊ内

ߎ ߩ ౠ ሶ ࠍ ⺒ ࠎ ߢ ᳇ ߦ ߥ ࠆ ᵴ േ ߇ ⷗ ߟ ߆ ߞ ߚ ࠄ ޔ ࠕ ࠢ ࠮ ࠬ ߒ ߡ ߺ ࠃ ߁ 㧋

「
愛
媛
エ
コ
プ
ロ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」に
参
加
し
た

団
体
・
企
業
・
学
校（
課
外
活
動
）を
紹
介
。

気
に
な
る
活
動
を
見
つ
け
た
ら
、

各
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ᗲᇫࠛࠦߩ࠼ࠗࠟࡠࡊ

01 愛媛の自然と住みよいまちを守るけんʂ

03 愛媛エコプロミーティング開催ใࠂ

05 愛媛県内の環境・自然保護団体とはʁ

06「愛媛エコプロガイド」の見方・使い方

ᵴേౝኈ
੺⚫ߩ
࿅૕ߩ․ᓽ߿
ᵴേౝኈ

ၮᧄᖱႎ
ॴࡏ஍ɺి ࿩൪߸ɺ
ઃཱ೥ɺ׆ಈਓ਺ɺ
4/4ͷ༗ແ

ᵴേࠆߌ߅ߦ
�ㆬ࡯ࠪ࡝ࡐ
ʹಈ͢Δ্Ͱେ੾׆
͍ͯ͠Δํ͑ߟ΍ܾ
·ΓࣄͳͲ

ᵴേࠞ࡯࡝ࠧ࠹

࿅૕࡮ડᬺ࡮
ቇᩞ㧒⺖ᄖᵴേ㧓ߩ
ઍ⴫ࠎߐ⊝ߩ

ޠਃᶆ଻ޟ
౏൐੐ᬺഥᚑ࿅૕ࡦࠦࠗࠕ

ޠਃᶆ଻ޟ
ⅣႺ⾨ฃ⾨࿅૕ࡦࠦࠗࠕ

ታᣉ予ቯߩᵴേ ౏ᑼ࠻ࠗࠨ ࿅૕࡮ડᬺ࡮
ቇᩞ㧒⺖ᄖᵴേ㧓ฬ

Contents楽しんで
みてねー！

ᵴേ㘑᥊

ひと言で「環境保全」「自然保護」の団体と言っても、

たくさんあってどこから読めばいいか、迷ってしまいますよね。

愛媛県内には、特定非営利活動法人、ボランティア団体、市民活動団体等の団体から、

企業、学校（課外活動）までたくさんあり、幅広い活動を行っています。

ᗲᇫ⋵ౝߩ

౏ Ⅳ

࿅ ૕
ࣗવڥ؀ɾੜڥ؀׆อશɺ஍ٿԹஆԽ๷ࢭɺֶڥ؀शͳͲɺࢤΛ
ಉ͘͡ ͢Δਓ͕ͨͪू͍ɺ஍Ҭʹࠜࠩͨ͠׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ

ቇ ᩞ
՝֎׆ಈ΍ֶͼͷҰ؀ͱ͠ ͯɺ஍Ҭͷࣗવͷڀݚɾอશ΍ɺ॥؀
ɻ͢·͍ͯͬߦಈΛ׆͍޿ͳͲ෯ݙߩ஍Ҭͨ͠ࢦձΛ໨ࣾܕ

ડ ᬺ
஍Ҭʹ͕ࠜࠩ͢ۀا஍ҬݙߩͷҰ؀ͱ͠ ͯɺڥ؀อશ׆ಈΛߦ
͍ͬͯ·͢ɻࢠͲ΋ͨͪ΍ஂମͱλοάΛ૊Ή ͱ͜΋ɻ

˞ஂମͱ͸ɺಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓɺϘϥϯςΟΞஂମɺࢢຽ׆ಈஂମ౳

imageimageimageimageimage森の自然や生物とޒ感でimage森の自然や生物とޒ感でimageimageimageޟቇ ߮ ቇޟimageޠ ߮ ޠ
森の持つ多様性からimage森の持つ多様性から

その地域に住む人間とのimageその地域に住む人間との
共生を学んでいく

image
共生を学んでいく

森や自然づくりの意識をimage森や自然づくりの意識をimage
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ࠆ቞ࠍ࿾↢⥄ߩ࠙࠰ࠦ࠶ࠞࠢࠦࠪ
ᵴേࠄ߆࿾ၞࠅ⋓ࠍ਄ࠆߍ

団体  く̈́ の里山保存会

▶ 本ฤはP10ߩ࡞࠲ࡎ↢ᕷࠆߔⅣႺࠍ቞ޔࠅ
ᛚ⛮ߦᓟ਎ࠍޠࠅ⑂ࠆߚ߶ޟ

団体  ૒海町ਯ地区ほたる保存会

▶ 本ฤはP12

Ꮧዋ↢‛ߩ଻ోᵴേߣ
↢‛ᄙ᭽ᕈߩ㝯ജࠍવࠆ߃

団体  NPO法人 森からつづく道

▶ 本ฤはP13

ߩࠗࠟࠨࠞ࠷ࡑ
✕ᕆ↢⢒ၞᄖ଻ో߿
଻ోߩ߼ߚߩ⎇ⓥࠍⴕ߁

学校  愛媛大学ෟଐ高等学校 理科部

▶ 本ฤはP15

ᅏጊߩ᫪ࠆߔ↢ౣࠍ
ޠ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ᫪ߩ࠽ࡉޟ

団体  特定非営利活動法人 ༝良野の森

▶ 本ฤはP14

ደᩮᎿ੐ߢ಴ࠆᑄ᫈ⅽࠍ᥊ⷰ᧚࡞ࠢࠗࠨ࡝ߡߒߣ
企業  有限会社 トヨシマנళ

▶ 本ฤはP11

᫪ᨋ᩺ߩౝ߿
ደౝᄖߩᵴേࠍㅢߡߒ

᫪ࠍቇ߮ޔ⢒ࠆߡᗧ⼂ࠍ㜞ࠆ߼
団体  えひめ森のҊ内人会

▶ 本ฤはP09

⛘Ṍෂᗋ⒳ߩࠞ࠳ࡔࠆ޽ߢ⺞ᩏߣ
ᴡᎹߣᴰࠆߌ߅ߦᄖ᧪↢‛ߩ⺞ᩏ

学校  愛媛県立松山中ԝ高等学校 生物部

▶ 本ฤはP16

ちゅうよえりあ

ち
ゅ
う
よえりあ

㉿ጊߩ⥄ὼ଻⼔߿᫪ᨋౣ↢ޔᏗዋേᬀ‛
଻⼔ߤߥ࡞ࠢࠗࠨ࡝ޔᄙᣇ㕙ߦᵴേ߇ᐢࠆ߇
৻ᣇޔ㜞ᩞ↢ߩߜߚᵴべ߽ᦼᓙࠆࠇߐ㧋

᳇ࠆߥߦᵴേࠢ࠶ࠚ࠴ࠍ�

ちゅうよ
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1

4
3
5

2

૕
㛎
を
通
し
て
વ
え
る
ᄢ
事
な
㮦
と

エώメエコプ ロガイド

߰ޟ ࠇ ޽ ޿ ޠ
森の自然や生物とޒ感で

ふれあい、多様性を
知っていく

ቇޟ ߮ ޠ
森の持つ多様性から

その地域に住む人間との
共生を学んでいく

⢒ޟ ߡ ࠆ ޠ
人間と共生していく

森や自然づくりの意識を
高༲していく

1 定ྫ会で道後ʙ瀬戸風ಕʙৗ信ࣉをࢄ策ɹ
2 自然体験フェスタで水మ๒づくり 3 森林公

園での樹木学習会 4 植林したクψギබの周辺
の下草מり 5 えひめ森林公園ESDプログラム

「森林のಇきを知ろう」で小学生を引཰આ明

˔所 在  地ʗ松山市市௶南1-16-26
˔ి࿩番߸ʗ090-8971-1834（౻原）
˔設 立  年ʗ平成15年ɹ˔活動人数ʗ169人

なしɹɹ  なしɹɹ  なし

なしɹɹ  なしɹɹ  なし

毎月                  定ྫ会

毎月ୈ2水༵ɹ「えひめ森の交流センター」での
                        ボランティア、ܰ 作業

8ʙ12月ɹ       「森への༠い講座」の開催（7回）

10月末日༵       愛媛県の環境ボランティア4団体での
                         「自然体験フェスタ」開催

毎
年
開
催
し
て
い
る「
৿

へ
の
༠
い
講
࠲
」
を
म
ྃ
し

た
会
һ
で
ߏ
成
さ
れ
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
৿
ྛ

ࢄ
策
ガ
イ
ド
や
֤
種
野
֎
活

動
、木
の
実
や
つ
る
を
使
っ
た

ク
ラ
フ
ト
講
࠲
の
開
催
、「
愛

媛
ݝ
৿
の
交
流
セ
ン
タ
ー
」

の
フ
ィ
ー
ル
ド
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。ಉ
時
に
会
һ
ಉ

ࢤ
が
楽
し
む
た
め
の
ొ
山
や

৿
ྛ
ࢄ
策
な
ど
の
ྫ
会
、自

然
観
察
部
会
や
ࣸ
ਅ
部
会

な
ど
の
֤
部
会
活
動
も
活
発

だ
。
԰
内
֎
の
活
動
を
通
じ

て
৿
ྛ
の
大
੾
さ
を
知
り
、

৿
ྛ
を
守
り
育
て
る
た
め
に

は
Կ
を
す
れ
͹
い
い
の
か
、ҙ

ࣝ
の
向
্
に
໾
ཱ
て
れ
͹
と

活
動
を
続
け
て
い
る
。

⛮ޟ ⛯ ޠ
平成13年からଓくこの活動を

్絶えさせることなく
࣍世代につな͛る

ㅪޟ ៤ ޠ
住民・公民館・地元小学校と、

日ৗ活動においても
協力関܎を築く

⥄ޟ ὼ ૕ ޠ
少しͣつࢍಉ者を増やし、
活動に参画してもらえる

メンバーを増やす

F i le .

1 愛媛県立Ӵ生環境研究所の方から希少動植
物について講ٛをडけるɹ 2 自生地の整地活動
3 坂本小学校5・6年生によるシコクカッコソウの

植栽 4 鳥्害対策でి気ࡤを設置 5 坂本
小学校児童による校外学習「ふるさとを学΅う」

˔所 在  地ʗ松山市ۼ野町607-2
˔ి࿩番߸ʗ089-963-2934
˔設 立  年ʗྩ和2年4月1日
˔活動人数ʗ18人

3月ɹ 自生地の整地作業

4月ɹ 坂本小学校児童による「シコクカッコソウ」の植栽

11月ɹ「ふるさとを学΅う」坂本小学校児童の校外学習

1月ɹ  地元住民への広ใ活動

松
山
市
ۼ
野
町
の
Ҿ
地
山

山
࿢
お
よ
ͼ
ࡔ
ຊ
地
۠
で
、

シ
コ
ク
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
自
生
地

を
守
る
こ
と
を
通
し
て
、ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、環
境
保
全
、

子
ど
も
の
݈
全
育
成
に
ؔ
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
シ
コ

ク
カ
ッ
コ
ソ
ウ
は
愛
媛
ݝ
絶
滅

危
惧
種
ᶗ
#
類
に
指
定
さ
れ

る
ر
গ
植
物
で
、
地
元
の
ࡔ

ຊ
小
学
校
の
ࣇ
ಐ
ら
と
育
て

た
ג
を
自
生
地
に
植
࠿
し
た

り
、আ
૲
な
ど
の
整
地
作
ۀ
、

高
所
ࢬ
の
െ
࠾
と
い
っ
た
೔

র
৚
݅
の
改
善
や
、
ి
気
ࡤ

設
置
な
ど
の
鳥
्
対
策
౳
、

市
民
参
加
に
よ
る
保
全
活
動

を
行
う
こ
と
で
、
ཬ
山
の
活

性
化
と
住
人
ಉ
࢜
の
つ
な
が

り
の
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
の
人
た
ち
と
৻
✜
に
里
ጊ
を
元
気
に

1

4
3
5

2

౏ ౏

͘
΅
の
ཬ
ࢁ
อ
ଘ
ձ

団 体

㰁
コ
㯹
カ
ッ
コ
ソ
ウ
の
ດ
く
⟤
し
い
里
ጊ
を
቞
る

HP

͑
ͻ
Ί
৿
の
Ҋ
಺
ਓ
ձ

団 体

自
ὼ
と
㯈
㯟
あ
い
な
が
ら
⍮
る
᫪
ᨋ
と
の
౒
生

エώメエコプ ロガイド

09�0 「三浦保」公募事業助成団体…　　　　　　「三浦保」環境賞受賞団体…౏ Ⅳ



エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

⠑
ዊ
学
ᩞ
と
地
域
の
人
た
ち
と
の
ද
௛

ାޟ ᔨ ޠ
が屋根材の中でנ

もエコで環境にやさしい࠷
材料であると誇りを持つ

ദޟ ജ ޠ
Մೳな限り、お٬さまの

ニーズに合わせた製品を
つくれるように౒力する

⽸ޟ ₂ ޠ
ຒめ立てゴミを減らして

社会に貢献する

F i le .

HP

1 ഁ砕前の廃נɹ 2 廃נを機械ですくってڅڙ
機に౤ೖ 3 ఝやಔઢがೖっていないか確ೝし
ながらഁ砕作業を行う 4 素खで触ってもέガを
しないように、ഁ 砕した製品の角を取る 5 後࠷
にふるい機でબ別し、ཻ の大きさをそろえる

10月ɹエミフル松前3R展示  

˔所 在  地ʗ松山市東方町2252-1
˔ి࿩番߸ʗ089-963-4118
˔設 立  年ʗত和59年ɹ˔活動人数ʗ5人

toZoshimakawaraten
有限会社トヨシマנళ
なし

新
ங
・
改
म
と
も
に
֤
種

԰
ࠜ
ࡐ
を
使
用
し
た
԰
ࠜ
޻

事
を
行
う
な
か
で
、
נ
の
廃

غ
ॲ
分
を
ど
う
に
か
で
き
な

い
か
と
考
え
נ、
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
み
始
め
る
。
自

社
の
ۀ
຿
で
発
生
し
た
廃
נ

と
、
廃
غ
物
ॲ
理
ۀ
社
か
ら

ड
け
ೖ
れ
た
廃
נ
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
お
り
、リ
サ
イ

ク
ル
し
た
נ
は「
3
テ
コ
ラ
」

と
し
て
ൢ
ച
。
主
に
ܠ
観
ࡐ

と
し
て
ఉ
へ
ࢃ
く
࠭
利
の
代

わ
り
に
使
用
さ
れ
、
通
ৗ
の

࠭
利
で
は
ग़
せ
な
い
ಠ
特
の

৭
合
い
が
特
長
で
ސ
٬
か
ら

の
ධ
Ձ
も
高
い
。
ଞ
に
も
ݐ

物
の
光
೤
අ
を
平
ۉ
໿
��
�

࡟
ݮ
す
る
こ
と
が
で
き
る
ः

೤
޻
事
事
ۀ
も
行
っ
て
い
る
。

࿾ޟ ၞ ᗲ ޠ
地域全体が“地域のために”
行動する機運があるなかで

ৼり໾を୲うض

ߟޟ ߥ ߇ ࠅ ޠ
ほたるࡇりを中心に、

公民館や地ԑ団体などとの
つながりを大事にする

⛮ޟ ᛚ ޠ
親の代から子の代、

さらに地域の子どもたちへと
への思いを伝えるڷނ

F i le .

1 2 ਯ小の児童と地元の川や用水路でホタルの
༮虫やカワニナを採取 3 ほたるࡇりの४備の
様子 4 ਯ小学校主催のガードレールみがき
5 ほたるࡇりのフィナーレに、ئいをࠐめて保存会

と地元中学生でつくった約800ݸの風船を飛ばす

4月                  ૯会

6月初०ɹ     ガードレールみがき（ਯ小学校主催）への参加

6月ୈ1土༵ɹ「ほたるの里ふたみ」ほたるࡇり開催

7ʙ8月ɹ         カワニナ採り

˔所 在  地ʗ伊予市૒海町上ṗ甲5821-6
ɹ伊予市໾所૒海地域事຿所内
˔ి࿩番߸ʗ089-986-1232
˔設 立  年ʗত和57年ɹ˔活動人数ʗ18人

なしɹɹ  ૒海町ਯ地区ほたる保存会ɹɹ  なし

೶
ༀ
や
河
川
޻
事
な
ど

に
よ
っ
て
ϗ
タ
ル
が
い
な
く

な
っ
た
্
ಿ
川
に
、“
ϗ
タ
ル

を
復
活
さ
せ
よ
う
”と
ϗ
タ

ル
ཆ
殖
を
開
始
し
た
こ
と
が

活
動
の
き
っ
か
け
。
昭
和
�2

年
よ
り
��
年
Ҏ
্
続
い
て
い

る「
ほ
た
る
ࡇ
り
」で
は
、
会

場
と
な
る
ਯ
小
学
校
の
ࣇ
ಐ

と
ઌ
生
、
地
域
の
人
ʑ
が
参

加
し
て
、お
٬
さ
ま
の
෰
が

Ԛ
れ
な
い
よ
う
に
、
ࡇ
り
の

数
೔
前
に
ガ
ー
ド
Ϩ
ー
ル
の

ਗ਼
૟
を
行
っ
て
い
る
。ϗ
タ
ル

の
幼
虫
の
エ
サ
と
な
る
カ
ワ

χ
φ
の
์
流
活
動
、
河
川
ඒ

化
活
動
と
と
も
に
、ਯ
小
学

校
と
協
働
し
な
が
ら
環
境
教

育
や
地
域
づ
く
り
の
コ
ラ
ボ

Ϩ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。

૒
ւ
ொ
ਯ
஍
۠
΄
ͨ
Δ
อ
ଘ
ձ

団 体

上
ἥ
Ꮉ
の
自
ὼ
環
境
と
㰥
㰉
ル
の
శ
を
ᰴ
਎
ઍ
㯋

HP

༗
ݶ
ձ
ࣾ
ト
Ϥ
γ
Ϛ
נ
ళ

企 業

ᑄ
᫈
に
࿎
㮶
て
い
た
ⅽ
を
᥊
ⷰ
᧚
と
し
て
⯃
ら
㮮
る

1 1

ᑄ
ⅽ
を
૶
㮶
た
㯶
㱂㰑
ニ
㰽
㯺
の
新
⚛
᧚

4
3
5

2
4

3
5

2
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

人
が
ᐘ
㮮
に
生
き
る
た
㯔
の
ᅏ
ጊ
ౣ
生

里
地
は
቞
る
㯌
き
生
物
ᄙ
᭽
ᕈ
の
ቲ
ᐶ

ᯏޟ ળ ߠ ߊ ࠅ ޠ
森や里山の生物に目を向け、

自然や生態系の面白さを
実感してもらう

ⴕޟ േ ޠ
自然の恩ܙに思いを஘せ、
保全のためにԿができるか

共にߟえ行動する

⛮ޟ ᛚ ޠ
生きものたちの現状を発信し、

ඞཁな環境を࣍世代に
引き継͛るよう提Ҋ

F i le .

HP

1 田ん΅の生き物の観察会ɹ 2 ため஑における
オオキトンボの羽化֪調査 3 アサギマダラの
౉りをテーマに実施したサイエンスカフェ 4 宇
和島市御ຘで実施したエコツアーɹ 5 北条地域
の河野小学校2年生がオオキトンボの産ཛを観察

毎月  ɹ「オオキチくん通信」の発行（年間10回）

ִ月  ɹ「サイエンスカフェえひめ」の開催

ਵ時ɹ北条地域のオオキトンボの調査と保全活動

ਵ時ɹ自然観察会、エコツアーなどの開催

˔所 在  地ʗ松山市మ๒町1-7
˔.ailʗinfo!morinomichi.org
˔設 立  年ʗ平成25年ɹ˔活動人数ʗ13人

なし
森からつづく道
なし

動
植
物
や
ࠛ
虫
な
ど
の
専

門
家
や
自
然
観
察
指
導
һ
、

৿
ྛ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど

に
よ
っ
て
ߏ
成
さ
れ
、自
然
に

ؔ
す
る
調
査
・
ݚ
ڀ
、৘
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
。
自
然
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
て
、

自
然
に
興
味
・
ؔ
৺
を
持
っ

て
保
全
に
ؔ
わ
る
人
を
૿
や

し
、
自
然
と
人
の
฻
ら
し
と

の
豊
か
な
つ
な
が
り
を
࣍
世

代
に
ܧ
ঝ
す
る
こ
と
が
活
動

の
目
的
。
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

な
ど
市
民
向
け
の
学
習
会
や

講
ԋ
、自
然
観
察
会
ر、
গ
種

で
あ
る
オ
オ
キ
ト
ン
ボ
の
保

全
お
よ
ͼ
ཬ
地
の
生
物
多
様

性
の
ັ
力
な
ど
を
఻
え
る
活

動
、エ
コ
ツ
ア
ー
の
ا
ը
運
営

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

ഥޟ ߌ ว ޿ ޠ
信པ関܎を元に

「ৗに助ける」という࢟੎と、
自然と人をইつけない活動

⚐ޟ ☴ ᕈ ޠ
実ࡍの活動内༰と

ಉじくらい活動の動機が
७ਮであることが重ཁ

㑐ޟ ଥ ᕈ ޠ
存在す΂てが関܎性であることを

自然の中での活動を通して
ೝ識していく

F i le .

1 森からたͶを集め育ててԞ山を再生する
2 木を植えてԞ山を再生するため植栽地を整備
3 毎月開催している「森のおࢄ歩とおはなし会」
4 講演、シンポジウム、意見交׵会で構成される「森

の෮元プラットフΥーム」 5 森カフェ5.5の様子

˔所 在  地ʗ上浮穴郡久万高原町ೋ名乙787-13
˔ి࿩番߸ʗ0892-50-1977ɹ˔設立 年ʗ平成29年
˔活動人数ʗਖ਼会һ60人、団体ਖ਼会һ3、
ɹࢍ助会һ86人、団体ࢍ助会һ5

Zuranonomori
Yuranonomori ༝良野の森        なし

毎月ୈ1土༵ɹ森のࢄ歩とお࿩会

4ʙ11月ɹ       育බะ場の管理

9ʙ11月ɹ       森の種子採取

不定期ɹ          森の෮元プラットフΥームセミナー

ཬ
地
・
ཬ
山
の
体
験
を
通
し

て
、「
自
然
と
人
が
ޓ
い
に
Ө

ڹ
し
合
い
な
が
ら
変
化
し
て
い

く
と
い
う
ؔ
܎
性
」
を
再
認

ࣝ
し
て
い
く
こ
と
で
޾
せ
を

感
じ
ら
れ
る
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
図
る
。「
ブ
φ

の
৿
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
は
、ブ
φ
を
象
௃
と
す
る
原

生
ྛ
か
ら
の
木
ʑ
の
種
を
ू

め
、බ
を
育
て
て
山
に
植
え
て

い
く
こ
と
で
、֦

大
造
ྛ
前
の

“
持
続
可
能
で
豊
か
な
Ԟ
山

の
৿
”の
復
元
を
目
指
し
て
い

る
。
令
和
�
年
຤
に
は
自
然

再
生
協
ٞ
会
४
備
会
を
発
଍

さ
せ
、࢛
ࠃ
全
島
で
Ԟ
山
の
৿

を
再
生
す
る
た
め
の
自
然
再

生
協
ٞ
会
設
ཱ
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
予
定
。

ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
๏
ਓ

༝
ྑ
໺
の
৿

団 体

ブ
㰔
の
⒳
を
ᜪ
い
⢒
て
て
ᅏ
ጊ
の
᫪
を
ᓳ
元
す
る

HP

/
1
0
๏
ਓ
৿
͔
Β
ͭ
ͮ
͘
ಓ

団 体

ᰴ
਎
ઍ
に
વ
え
た
い
″㰜
ト
と
自
ὼ
の
⼾
か
な
㑐
㯢
り″

1

2

1

4
3
5 4

3
5

2
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F i le . F i l e .
⛘
Ṍ
ෂ
ᗋ
⒳
㯗
ᄖ
来
生
物
の
生
息
を
ត
る

地
域
の
⺖
㗴
は
地
域
で
⸃
᳿

តޟ ᳞ ޠ
世界中の研究者が未だ

ୡ成できないೋຕ֋保全の
課題をෟଐ高生がॱに解決

ᣧޟ ᕆ ޠ
生物の保全や環境保全は

機をಀしては意味がないため、
今すぐਖ਼しい行動を

ㅳޟ ભ ޠ
ि3ٳ日が目標。学業やझ味、

家族・༑人との時間も
大੾にする

HP

1 定期的に行っている野外調査ɹ 2 校内のࣂ育研
究施設。世界で初めてマツカサガイの௕期ࣂ育に成ޭ
3 保護஑候補の調査ɹ 4 県内農業用水路で生き

重なマツカサガイɹوっている࢒ 5 ֋の生態や保全の
重ཁ性を紹介する自作ອ画。希๬者には無料で配布中

˔所 在  地ʗ松山市Ḻ味3-2-40 
˔ి࿩番߸ʗ089-946-9911
˔設 立  年ʗ平成20年ɹ˔活動人数ʗ21人

か
つ
て
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
は

全
ࠃ
֤
地
の
೶
ۀ
用
水
࿏

に
広
く
生
息
し
て
い
た
が
、

愛
媛
ݝ
で
は
生
息
地
の
99
ˋ

が
ফ
ࣦ
し
、
保
全
が
ٸ
຿
と

な
っ
て
い
る
。マ
ツ
カ
サ
ガ
イ

が
い
な
く
な
る
と
、こ
の
貝
に

し
か
産
ཛ
で
き
な
い
タ
φ
ΰ

類
も
࢟
を
ফ
す
。ま
た
、マ
ツ

カ
サ
ガ
イ
の
幼
生
は
魚
類
に

د
生
し
な
け
れ
͹
稚
貝
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
愛
媛

大
学
ෟ
ଐ
高
౳
学
校
は
、愛

媛
大
学
、
ݝ
自
然
保
護
՝
、

ݝ
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
、

N
P
O
、
地
元
の
ํ
ʑ
と
協

働
し
て
マ
ツ
カ
サ
ガ
イ
の
保

全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

ݝ
内
の
個
体
܈
の
ۓ
ٸ
ආ
೉

を
Ұ
手
に
Ҿ
き
ड
け
て
い
る
。

⚷ޟ ޠ
部һが少ないからこそ

Կ事にも
協力して取り組む

ะޟ ਄ ᔃ ޠ
研究し、

新たに発見したことを
意ཉ的に学ぶ࢟੎を大੾に

ᅢޟ ߈ ޠ
生きものへの愛は無限大ʂ

愛৘もって育てている生物は
世界一かわいいʂʂ

F i le .

1 2 生物調査
3 を使ってプランクトンを観察ڸඍݦ
4 愛媛大学で研修中
5 採取してきた生物を観察し、ࣂ育する

˔所 在  地ʗ松山市井門町1220
˔ి࿩番߸ʗ089-957-1022
˔設 立  年ʗত和62年
˔活動人数ʗ9人

なし
なし
なし

ਵ時ɹɹ重信川ワンドで生物調査

ਵ時ɹɹメダカのDN"解ੳ

ਵ時ɹɹ標本づくり

「
え
ͻ
め
サ
イ
エ
ン
ス
ν
Ỿ

Ϩ
ン
ジ
」の
ݚ
ڀ
と
し
て
、学

校
近
く
を
流
れ
る
重
信
川

प
辺
を
中
৺
に
生
物
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
現
ࡏ
は
、
愛

媛
ݝ
で
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
て
い
る
ϛ
φ
ϛ
ϝ
ダ
カ

の
生
息
ঢ়
گ
や
Ҩ
఻
的
解

ੳ
を
行
っ
て
い
る
。さ
ら
に
特

定
֎
来
生
物
で
あ
る
ブ
ル
ー

ギ
ル
の
生
息
も
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
ݒ
念
さ
れ
る
ࡏ

来
生
物
へ
の
Ө
ڹ
も
ؚ
め
て

ࠓ
後
も
調
査
活
動
を
続
け

る
予
定
。
絶
滅
危
惧
種
や
֎

来
生
物
な
ど
の
調
査
ݚ
ڀ
を

通
し
て
、生
物
多
様
性
や
環

境
保
全
に
つ
い
て
の
ܒ
発
活

動
に
も
Ҿ
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
だ
。

Ѫ
ඤ
ݝ
ཱ
দ
ࢁ
த
ԝ
ߴ
౳
ֶ
ߍ

ੜ
෺
෦

学 校

身
近
な
環
境
の
生
物
ᄙ
᭽
ᕈ
㯗
環
境
に
つ
い
て
વ
え
た
い

HP

Ѫ
ඤ
େ
ֶ
ෟ
ଐ
ߴ
౳
ֶ
ߍ

ཧ
Պ
෦

学 校

⽴
㯗
㰉
㰔
㯾
が
い
る
ᒰ
た
り
೨
の
Ꮉ
を
ข
り
ᚯ
す

1

2

1

毎日         ࣂ育避難ݸ体へのڅ㕒
ɹɹ         水ସえなどの֋の世࿩

毎日ɹ     未解決課題（ஓ֋のࣂ育技術）解決の研究

毎日ɹ     野外での識別ݸ体の௕期成௕௥੻調査、
ɹɹɹ    水࣭調査

その他ɹマツサカガイ生息地の清掃活動、保全৘ใ発信
ɹɹɹɹ避難がඞཁなݸ体の回ऩ、避難ݸ体の放流など

4
3
5

2
4

3
5

2

౏ ౏
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᫜↰ߩ┻ߣ↢ౣߩ᦭ലᵴ↪ࠍ
⎇ⓥޟࠆߔ᡼⟎┻ᨋ⸃ᶖޠ࠻ࠢࠚࠫࡠࡊ

団体  NPO法人 うち͵き21プロジェクト ઍ町୨田チーム

᡼⟎┻ᨋࠍᵴ↪ߚߒ
ߢ⊑㐿ߩ໡ຠ࡞ࠞ࡯ࡠ
࿾ၞ⿠ߦߒߎข߻⚵ࠅ

企業  hinel（ώネル）

▶ 本ฤはP19

ޔߦ᜚ὐࠍ࿾ၞߺߥ߹ߒ
㊁ᄖᵴേߩᚻᴺߡ޿↪ࠍ
ੱ᧚⢒ᚑ࠻࡯ࡐࠨࠍ

団体  一般社団法人 をかしや

▶ 本ฤはP24

᝼ᬺߢቇߛࠎᛛⴚߚߒ߆↢ࠍ
ゞߢ↢ౣߩߔ޿␠ળ⽸₂

学校  愛媛県立新居浜工業高等学校 7YS部

▶ 本ฤはP26

▶ 本ฤはP23

▶ 本ฤはP25

㊁↢േᬀ‛ߩ⺞ᩏߢ⍮ࠆ
⑼ቇ⊛ߥⷞὐߣ
⥄ὼࠍ⍮ࠆᭉࠍߺߒ⚫੺   

団体 特定非営利活動法人 西条自然学校

▶ 本ฤはP20

࿾రዊቇ↢ߣද௛ࠆߔ
⛘Ṍෂᗋ⒳ߩ଻ోᵴേࠅࠃߦ
ⅣႺቇ⠌ߩ႐ࠍឭଏ

企業  東芝ライテック 株式会社 今治事業所

▶ 本ฤはP22

とうよえりあ

と
う
よ

えりあ

᪉੗ᶏጯߩ᧻ᨋߩᄢᢜࠆ޽ߢ
᜸ᚢߦḮൻ⾗ߡߒ࿁෼ࠍ⪲᧻ߜ⪬

学校  愛媛県立今治東中等教育学校 ボランティアチーム

ⅣႺ଻ోᵴേࠍㅢߚߓ࿾ၞ⾗Ḯߩ᦭
ലᵴ↪ࠄ߆⁛⥄໡ຠߩ㐿⊒ޔ㜞ᩞ↢ߩ
㧋ࠆశ߇ᵴേߩ⥄⁛ޔߢ߹᜸ᚢߥ߹ߑ߹ߐ

᳇ࠆߥߦᵴേࠢ࠶ࠚ࠴ࠍ�

とうよ

ߣ⼔଻ߩࡏࡦ࠻࡚࠙࠴࠶ࡂ
Ḩ࿾ߩ଻ోᵴേࠅࠃߦ
㉿ጊߩⅣႺࠍ⠨ࠆ߃

団体  ঙ内ハッチョウトンボ保存会

▶ 本ฤはP21
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

F i le .

1

HP

1 ミニ門松・竹౮᝷製作体験を通して୨田の໾
ׂや環境を伝えていくɹ 2 竹౮᝷約400ݸで୨
田をরらすઍ町୨田ライトアップ 3 ୨田活動
のセレモニー 4 耕作放棄地を利用し、ひまわり
を栽培 5 「うち͵きフェスタ」で活動を紹介

2月下०ʙ3月上०ɹ୨田ライトアップ

12月下०ɹɹɹɹɹ竹౮᝷・ミニ門松製作体験

4ʙ11月      ɹɹɹɹ放置竹林整備作業

5月上०ɹɹɹɹɹɹ୨田活動セレモニー

˔所 在  地ʗ西条市西ひうち3-21 いよせき	株
内
˔ి࿩番߸ʗ0897-58-5535
˔設 立  年ʗ平成12年ɹ˔活動人数ʗ10人

あり
うち͵き21プロジェクト
なし

F i le .

1 放置されたスギ・ώノキ林をെ採し、自然の森へ
໭すɹ 2 生息するᄡೕ類を調΂るためセンサー
カメラを設置 3 ੴṁ山系で増加しているシカを
捕獲 4 野鳥観察会 5 ώノキのエッセンシャ
ルオイルを販売。ほかにスギとέクロモジもある

˔所 在  地ʗ西条市中Ԟ1-8-5
˔mailʗinfo!saiKo-shi[en.org
˔設 立  年ʗ平成24年ɹ˔活動人数ʗ6人

saiKZo.natureɹɹ  西条自然学校
!saiKZonature

通年ɹɹɹɹ  愛媛県内での生きものの観察会を開催
ɹɹɹɹ          四国内での生物調査を実施

毎月ୈ3水༵ɹ生きものや自然に関わる勉強会
                         「໷の学校」を開催

毎月ୈ2日༵ɹ 西条市のԁ山森林公園で
                          「生きもの観察・記࿥会」を開催

野
生
動
植
物
の
調
査
を

も
と
に
、調
査
・
ී
ٴ
・
保
全
・

生
産
と
い
う
4
つ
の
カ
テ
ΰ

リ
ー
で
自
然
環
境
を
保
全
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。小
型

ᄡ
ೕ
類
や
χ
ϗ
ン
ジ
カ
、
鳥

類
、
高
౳
植
物
、コ
ケ
植
物

な
ど
の
生
物
調
査
を
行
い
、

そ
こ
で
ಘ
ら
れ
た
৘
報
や
自

然
の
大
੾
さ
を
観
察
会
や
૲

木
છ
な
ど
の
体
験
教
ࣨ
を

通
し
て
地
域
の
ํ
ʑ
に
఻
え

て
い
る
。ま
た
、保
全
活
動
で

は
์
置
人
޻
ྛ
を
െ
࠾
し
て

自
然
の
৿
へ
໭
す
活
動
へ
の

取
組
も
。こ
の
活
動
で
ಘ
た

ࡐ
か
ら
ス
ギ
・
ヒ
ϊ
キ
の
਋
や

୸
、ケ
ク
ロ
Ϟ
ジ
な
ど
の
エ
ッ

セ
ン
シ
Ỿ
ル
オ
イ
ル
の
生
産

も
行
っ
て
い
る
。

1

ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
๏
ਓ

੢
৚
ࣗ
વ
ֶ
ߍ

団 体

自
ὼ
の
㮦
と
を
調
㯌
て
વ
え
㭾቞
る
人
を
⢒
て
て
い
く

HP

/
1
0
๏
ਓ
͏
ͪ
͵
͖
21

ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
ト
ઍ
ொ
୨
ా
ν
ồ
Ϝ

団 体

″⠹
し
て
ᄤ
に
⥋
る″

⟤
し
い
᫜
↰
の
㘑
᥊
を
↨
ら
㮮
る

᫜
↰
の
ౣ
生
㱁଻
全
と
┻
の
᦭
ല
活
↪

໿
��
IB
に
�
�
0
0
ຕ
も

の
୨
ా
が
広
が
る
加
ໜ
地
۠

ઍ
町
。
現
ࡏ
は
গ
子
高
齢
化

に
よ
り
、
そ
の
多
く
が
ߞ
作

์
غ
地
と
な
り
、そ
れ
ら
を

水
ా
・
野
ࡊ
ാ
に
໭
す
୨
ా

再
生
と
、ੴ
֞
の
保
全
と
์

置
஛
ྛ
整
備
を
行
う
環
境

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
。஛

の
െ
࠾
や
ރ
れ
஛
の
整
理
は

ܠ
観
ҡ
持
だ
け
で
な
く
、
౔

࠭
ࡂ
֐
を
๷
ࢭ
す
る
た
め
に

も
ඞ
ཁ
な
こ
と
。
െ
࠾
し
た

஛
は
ϛ
χ
門
松
や
஛
౮
࿜
の

ࡐ
料
な
ど
と
し
て
༗
ޮ
活
用

す
る
手
ஈ
を
ݚ
ڀ
し
つ
つ
、

஛
౮
࿜
づ
く
り
体
験
な
ど
に

よ
る
ܒ
発
活
動
や「
長
者
の

୨
ా
」（
高
知
ݝ
）見
学
な
ど

の
交
流
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

ᢥޟ ൻ ⛮ ᛚ ޠ
耕作放棄地を解ফ。

無農薬での農産物を栽培し、
୨田の৯文化を守る

Ⅳޟ Ⴚ ଻ ో ޠ
୨田ライトアップ活動を通し、

୨田Ҩ産・西条市の
水を守る

ޠU(&5ޟ
ઍ町୨田住民と共感し、

持ଓՄೳな活動を
展開する

⺞ޟ ࠆߴ ޠ
ৗに変化する生きものや

自然について調΂、
新しくਖ਼確な৘ใを集める

⢒ޟ ߡ ࠆ ޠ
生業として自然に関わり、

自然を守る人を育てる

቞ޟ ࠆ ޠ
自然や生きものを

保全できるように、人と自然の
関わり方を໛ࡧする

4
3
5

2
4

3
5

2

౏ ౏

生
き
も
の
た
ち
が
持
続
⊛
に
᥵
ら
㮮
る
環
境

�9�0 「三浦保」公募事業助成団体…　　　　　　「三浦保」環境賞受賞団体…౏ Ⅳ



エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

生
物
ᄙ
᭽
ᕈ
の
଻
⼔
を
ታ
〣
⊛
に
学
㯉

F i le .

1

HP

1 体௕2cmほどのハッチョウトンボのオス。羽化
後3ि間でਅっ੺に変化するɹ 2 ハッチョウトン
ボの観察会 3 体௕9mmほどのヤゴ。5月上०
に羽化する 4 草の根をどけて産ཛ場所をつࡶ
くる冬季保全活動 5 ハッチョウトンボのメス

1ʙ2月ɹɹɹɹɹ 冬季のヤゴ調査と保全作業

5ʙ8月下०ɹ ɹɹ ಄数確ೝ調査

6月ୈ̎ 土・日༵ɹ     ハッチョウトンボ観察会

6ʙ8月ɹɹɹɹɹɹ観察者、ࡱӨ者などへのҊ内

˔所 在  地ʗ西条市୴೭上甲292-1
˔ి࿩番߸ʗ0898-66-0001（近౻）
˔設 立  年ʗ平成23年ɹ˔活動人数ʗ24人

なし
なし
なし

た
㮶
た
�
㱤
の
ト
㰽
㰦
に
⒁
ኒ
が
い
㮶
㯄
い

F i le .

1 織田ヶ浜県指定保護区整地活動ɹ 2 宇和島
市津島町「津島自然を守る会」との交流 3 国分
小の児童と౜子浜海岸動植物観察会 4 ෋田
小の児童と織田ヶ浜海岸動植物観察会 5 今治
東中の生徒たちに希少植物と౰社の取組をઆ明

˔所 在  地ʗ今治市Ѵ町5-2-1
˔ి࿩番߸ʗ050-3190-5334（越ஐ）
˔設 立  年ʗ平成元年
˔活動人数ʗ延΂人数1
120人

毎月ɹɹɹ構内保護育成植物整地

10月ɹɹ 市内小学校̏ 校と動植物観察会実施

5、9、1月ɹ絶滅危惧種保護区整地活動

7、10月ɹɹ東芝ライテック宇和島分工場
ɹɹɹɹ   生物多様性取り組み支援 サギソウ保護地区

1

౦
ࣳ
ϥ
Π
ς
ỽ
Ϋ
ג
ࣜ
ձ
ࣾ

ࠓ
࣏
ࣄ
ۀ
ॴ

企 業

地
域
と
連
携
し
て
⛘
Ṍ
ෂ
ᗋ
⒳
の
଻
⼔
活
動
に
᜸
ᚢ

ঙ
಺
ϋ
ỽ
ν
ἀ
΢
ト
ϯ
Ϙ
อ
ଘ
ձ

団 体

⋵
ౝ
໑
৻
の
㰙
ッ
㰋
㰱
ウ
ト
㰽
㰦
生
息
地
を
቞
る

なしɹɹ  なしɹɹ  なし

ㅪޟ ៤ ޠ
民間・行政・研究機関などとの

連携のもと、
それͧれの活動を運用

⛮ޟ ᛚ ޠ
࣍世代への

引継͗を掲͛て
活動を継ଓ

ផޟ ㅴ ޠ
自然共生や୤୸素を目指す
「東芝環境未来ビジョン

2050」を推進

自
࣏
体
の
ํ
ʑ
か
ら
৫
ా

ἃ
඿
に
ま
つ
わ
る
࿩
を
聞
い

た
り
、
N
P
O
や
自
࣏
体
、

専
門
家
な
ど
と
コ
ϛ
ỿ
χ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、地

域
に
ࠜ
෇
い
た
生
物
多
様
性

推
進
活
動
に
会
社
全
体
で
取

り
組
ん
で
い
る
。
地
元
住
民

と
絶
滅
危
惧
種
の
ウ
ン
ラ
ン

を
自
生
地
で
あ
る
৫
ా
ἃ
඿

に
Ҡ
植
し
、そ
の
後
、෋
ా
小

学
校
の
ࣇ
ಐ
と
観
察
学
習
・

ه
࿥
を
続
け
て
৫
ా
ἃ
඿
ւ

؛
の
動
植
物
マ
ッ
プ
を
੍
作
。

ಉ
様
に
౜
子
඿
ւ
؛
と
඼
部

川
河
ޱ
で
、
ࠃ
分
小
学
校
と

大
੢
小
学
校
の
ࣇ
ಐ
た
ち
と

ڞ
に
絶
滅
危
惧
種
の
φ
ϛ
キ

ソ
ウ
と
ヒ
ロ
ϋ
マ
ツ
φ
の
観
察

ه
࿥
を
ܧ
続
し
て
い
る
。

ㆆޟ ޠ߱
里山の豊かな自然のなかで

感をつかって遊ぶޒ

ቇޟ ޠ߱
自然のなかで見つけた

ٙ問を解き明かす

଻ޟ ో ޠ
活動を通して

里山の自然を守り育む

愛
媛
ݝ
内
に
生
息
地
が

1
ἂ
所
し
か
な
く
、
੢
৚
市

で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
ر
গ
な
ϋ
ッ
ν
ョ
ウ
ト
ン
ボ

の
調
査
ݚ
ڀ
と
保
護
活
動

を
行
っ
て
い
る
。生
育
場
所
で

あ
る
࣪
地
の
૲
מ
り
や
ࡶ
૲

の
আ
ڈ
、
प
辺
の
高
木
の
ࢬ

෷
い
や
െ
࠾
、
ׇ
水
時
の
׿

水
作
ۀ
な
ど
の
年
ؒ
を
通
じ

た
保
全
活
動
を
行
う
と
ಉ

時
に
、ϋ
ッ
ν
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の

観
察
会
を
通
じ
て
ཬ
山
の
環

境
に
ؔ
し
て
の
学
ͼ
の
場
を

提
供
。
地
域
の
文
化
ࡇ
や
ۜ

行
の
ロ
ビ
ー
展
な
ど
で
活
動

ࣸ
ਅ
を
展
ࣔ
し
た
り
す
る
ほ

か
、
ݝ
生
物
多
様
性
セ
ン
タ

ー
や
੢
৚
高
校
生
物
部
と
連

ܞ
し
て
い
る
。

4
3
5

2
4

3
5

2
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

F i le .

1

HP

1 竹林と৯୎をつなぐニューώーロー「メンマチョ」
2 レモン味の他に、౜ਏ子や生ᇙ味もあり
3 ᝔のऩ֭体験にみんな大੝りあがりɹ 4 市内

で行った若竹ऩ֭体験ワークショップɹ 5 毎月の
竹林整備（竹林をよくする会の活動へ参加）

˔所 在  地ʗ西条市大町265-1 パーラーʓʓ（まるまる）
˔mailʗZamanaka!hinel-with.me
˔設 立  年ʗ平成30年ɹ˔活動人数ʗ1人

通年ɹ                       メンマチョのイベント出ళ・販売

毎月ୈ1日༵ɹɹɹ   西条市・新居浜市内の竹林整備
                                   （竹林をよくする会の活動）

整備日のཌ水༵         西条市㙽೭山で竹パウダーや
                                   ফし୸などの製造
                                   （竹林をよくする会の活動）

4月下०ʙ5月初०ɹメンマの原材料ऩ֭および
                                   ऩ֭ワークショップの開催

F i le .

1 Նの大人気プログラム「ಷ川ܢ谷シャワート
レッキング」ɹ 2 体験を通じて伝える「インタープ
リター養成研修」 3 スウェーデントーチをғん
でԌに༊される時間 4 JIC"インドネシア研修
の一コマ 5 島ྻ島でのジオガイド養成研修ޒ

通年ɹɹ全国を८ってプロガイド養成研修

上൒期ɹ主催事業「せとうちインタープリター講座」

7ʙ8月ɹಷ川ܢ谷シャワートレッキング

1ʙ3月ɹੴṁ山系インタープリター養成研修

˔所 在  地ʗ今治市ۄ川町ࡾ൓地甲217-28
˔ి࿩番߸ʗ0898-55-3976
˔設 立  年ʗ平成20年ɹ˔活動人数ʗ5人

akira@kikuma
一般社団法人をかしや
!wokasiZamaro

૕
㛎
を
通
し
て
″い
と
を
か
し
き″

਎
の
ਛ
に

1

Ұ
ൠ
ࣾ
団
๏
ਓ
Λ
͔
͠
΍

団 体

⼾
か
な
自
ὼ
を
⥰
บ
に
人
と
人
㭾自
ὼ
と
人
を
つ
な
㮣

HP

h
in

e
l

ớ
ώ
ω
ϧ
Ờ

企 業

᡼
⟎
┻
ᨋ
を
⸃
᳿
す
る
㰜
㱂㰷
㱂㮈㰫
㰽
㰨
㰋
㰱
㮉⺀
生

᡼
⟎
┻
ᨋ
໧
㗴
を
″㘩
㯌
て″

⸃
᳿

߹ޟ ߎߏ ޠࠈ
あらΏる仕事に対し、

まごころをࠐめて
全力で取り組む

ᧄޟ ‛ ޠ
環境教育と

アウトドアのプロとして
「ほんもの」にこだわる

⢒ޟ ߻ ޠ
持ଓՄೳな社会の

実現のために、
人を育てる

創
ۀ
Ҏ
来「
人
と
自
然
が

調
和
す
る
未
来
へ
」を
ビ
ジ
ョ

ン
と
し
て
ܝ
͛
、
੉
ށ
内
し

ま
な
み
地
域
を
ڌ
点
に
、コ

ϛ
ỿ
χ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
自
然
体
験
や

環
境
教
育
、野
֎
活
動
の
手

法
を
通
じ
て
人
ࡐ
育
成
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
地
域

資
源
を
活
用
し
た
エ
コ
ツ
ア

ー
や
地
域
お
こ
し
の
コ
ー
σ

ィ
ω
ー
ト
、
自
然
体
験
活
動

指
導
者
や
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ

ー
、プ
ロ
ガ
イ
ド
の
ཆ
成
ا、

ۀ
ݚ
म
や
行
੓
৬
һ
ݚ
म
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
自

然
体
験
・
環
境
教
育
、
自
然

体
験
ࠗ
活
イ
ベ
ン
ト
ま
で
、

全
ࠃ
を
८
り
な
が
ら
幅
広
く

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

⥄ޟ ಽ ߣߏ ޠ
യ然と環境問題とするより、

あくまで自分たちに
ඞཁなことを

ߟޟ ߥ ߍ ࠆ ޠ
小さな行動のੵみ重Ͷを

つなぐことで
より大きな循環に

⛯ޟ ߌ ࠆ ޠ
一過性のパフΥーマンスではなく、

継ଓすることで
しっかりした土台をつくる

自
分
た
ち
の
住
む
地
域

の
՝
୊
に
ؔ
わ
れ
る
商
඼
を

つ
く
Ζ
う
と
、
์
置
஛
ྛ
を

活
用
し
た
ロ
ー
カ
ル
ϝ
ン
マ
の

「
ϝ
ン
マ
ν
ョ
」
を
開
発
。
ޮ

཰
的
な
஛
ྛ
整
備
と
な
る
ϝ

ン
マ
ν
ョ
の
原
ࡐ
料
ऩ
֭
を
、

地
域
ࣇ
ಐ
や
ا
ۀ
向
け
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
開
催

し
た
り
、
原
ࡐ
料
加
޻
の
体

験
も
ड
け
෇
け
た
り
し
て
い

る
。商
඼
は
イ
ベ
ン
ト
ग़
店
や

コ
ラ
ボ
ا
ը
౳
で
ൢ
ച
し
て

お
り
、
全
ࠃ
֤
地
で
໰
୊
と

な
っ
て
い
る
์
置
஛
ྛ
を
、そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
ʑ
と
協

力
し
、ロ
ー
カ
ル
ϝ
ン
マ
を
全

ࠃ
的
に
૿
や
し
て
い
く
こ
と

を
目
ඪ
に
ܝ
͛
て
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

4
3
5

2
4

3
5

2

!hinel@@@@ɹɹ  なしɹɹ  なし

౏
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

ಣ
ಽ
に
࿎
る

ᨗ
㯟
᧻
⪲
の

資
源
ൻ
に
᜸
ᚢ

F i le .

1

HP

1 ペレットの形状を整えるためにはඍົな加水
調整が不Մܽɹ 2 しっかりס૩させるとバイオ
೩料が׬成 3 品࣭を保つためにਅ空パック機
を使用 4 ϐンセットを使ってアマモの種を採取
する 5 アマモの種をひとつͣつ植えていくɹ

˔所 在  地ʗ今治市桜井2-9-1
˔ి࿩番߸ʗ0898-47-3630
˔設 立  年ʗྩ和4年ɹ˔活動人数ʗ9人

毎月༵ɹɹɹɹ廃棄松葉の回ऩ、廃棄松葉の新たな
ɹɹɹɹɹɹɹ用్開発、アマモの生態学習

ि末（不定期）ɹ各種イベントへの参加、
ɹɹɹɹɹɹɹ松葉ペレットの製造

7月ɹɹɹɹɹ  海岸清掃

12月ɹɹɹɹɹ松林清掃

F i le .

1 部һが୲౰Օ所を決めて整備していく
2 全һが力を合わせ、良いงғ気で活動すること

に力をೖれている ɹ 3 ଃされد人や施設からݸ
た整備଴ちのंいす 4 市内のࣃ科ҩӃにंい
すをدଃ 5 施設を๚問しての修理作業

˔所 在  地ʗ新居浜市八Ӣ7-1
˔ి࿩番߸ʗ0897-37-7700
˔設 立  年ʗ平成11年
˔活動人数ʗ7人

なし
なし
なし

通年ɹ東予以外に中予や南予にも
ɹɹɹ活動の෯を広͛ていく

᝼
業
で
学
㯦
だ
⍮
⼂
と
ᛛ
ⴚ
を
ᓎ
立
て
る

1

Ѫ
ඤ
ݝ
ཱ
৽
ډ
඿
޻
ۀ
ߴ
౳
ֶ
ߍ

7
:
4
෦

学 校

૶
㯢
㯟
な
く
な
㮶
た
ゞ
い
す
を
ᢛ
஻
㱁ౣ
生
し
て
寄
⿅

HP

Ѫ
ඤ
ݝ
ཱ
ࠓ
࣏
౦
த
౳
ڭ
ҭ
ֶ
ߍ

Ϙ
ϥ
ϯ
ς
ỹ
Ξ
ν
ồ
Ϝ

学 校

″⊕
⍾
㕍
᧻
଻
存
㰡
㰷
ジ
㯱
㯹
ト″

で
᪉
੗
海
ጯ
の
᥊
ⷰ
を
⛽
持

なしɹɹ  なしɹɹ  なし

4
3
5

2
4

3
5

2

ᚑޟ 㐳 ޠ
「人のため」にਚ力することで

人間的に成௕し、
社会的感性を身に෇ける

ᜬޟ ⛯ ޠ
自分たちの活動を知ってもらい、

協力いただくことで
持ଓՄೳな活動にする

߿ޟ ࠅ ߇ ޿ ޠ
感ँされたときのԿものにも

代え難い喜びのॠ間を
共有したい

全
ࠃ
の
޻
ۀ
高
校
生
の

社
会
ไ
࢓
活
動
で
あ
る「
ۭ

ඈ
Ϳ
ं
い
す
」活
動
の
Ұ
環
と

し
て
、
使
用
さ
れ
な
く
な
っ

た
・
使
え
な
く
な
っ
た
ं
い
す

を
回
ऩ
し
、
整
備
・
再
生
を

行
っ
て
か
ら
、
ࠔ
っ
て
い
る
個

人
の
ํ
や
施
設
に
د
ଃ
し
て

い
る
。
ू
め
ら
れ
た
ं
い
す

は
、タ
イ
Ϡ
や
ブ
Ϩ
ー
キ
、シ

ー
ト
な
ど
も
す
べ
て
取
り
֎

し
て
フ
Ϩ
ー
ム
の
サ
ビ
を
取

り
、
ඞ
ཁ
と
あ
れ
͹
部
඼
を

交
׵
す
る
。
त
ۀ
で
習
っ
た

޻
ۀ
の
知
ࣝ
を
活
用
し
な
が

ら
、
使
う
人
に
合
わ
せ
た
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
も
行
う
。
ं
い

す
の
再
生
を
通
じ
て
、
広
く

ࠔ
っ
て
い
る
人
に
໾
ཱ
つ
こ

と
を
目
指
す
。

ᗵޟ ⻢ ޠ
多くの方々からの支援に
感ँし、地域の課題が

解決できるよう取り組む

⽿ޟ છ ޠ
支援者の方々に活動を

定期的にใࠂし、それを機に
自分たちの活動を見௚す

⛮ޟ ⛯ ޠ
活動をଓけていくために

活動に共感してくれる
஥間を増やしたい

໿
�
ᶳ
に
渡
っ
て
ന
࠭
੨

松
の
自
然
ւ
؛
が
広
が
り
、

「
೔
ຊ
の
ॷ
ඦ
બ
」に
も
બ
͹

れ
た
ࡩ
Ҫ
ւ
؛
の
ܠ
観
を
ҡ

持
す
る
た
め
、松
ྛ
の
大
ఢ
で

あ
る
མ
ち
༿
を
ペ
Ϩ
ッ
ト（
バ

イ
オ
೩
料
）化
す
る
取
組
を
行

っ
て
い
る
。
4
年
生
༗
ࢤ
が
資

ۚ
調
ୡ
の
た
め
に
ク
ラ
ウ
ド
フ

Ỹ
ン
σ
ィ
ン
グ
に
௅
ઓ
し
て
、

ू
ま
っ
た
支
援
ۚ
で
ペ
Ϩ
ッ
ト

੡
造
機
を
ߪ
ೖ
。
試
行
ࡨ
ޡ

を
܁
り
ฦ
し
て
ペ
Ϩ
ッ
ト
の
੡

඼
化
に
成
ޭ
し
た
。ま
た
、地

域
の
ํ
ʑ
に
改
め
て
ࡩ
Ҫ
ւ

؛
の
ૉ
੖
ら
し
さ
に
৮
れ
て

も
ら
う
た
め
の
自
然
観
察
会

の
実
施
や
、「
ւ
の
Ώ
り
か
͝
」

と
も
ݺ
͹
れ
る
ア
マ
Ϟ
の
૶
場

再
生
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

″我
が
ま
ち″

を
好
き
に
な
る
環
境
学
習

F i le .

1

HP

1 山と海の豊かさを守り学ぶ竹のړ঴づくりɹ
2 7Rө૾にて地域愛を育むデジタル環境学習
3 大型海藻・サンゴ群集・ڕ類の生息調査
4 ブルーカーボンと気候変動適Ԡ対策について学ぶ
5 地域連携、共創による海ఈゴミのఫڈ活動

˔所 在  地ʗ八幡浜市保内町ਢ川18-8
˔ి࿩番߸ʗ0894-36-3088
˔設 立  年ʗ平成20年ɹ˔活動人数ʗ1ʙ40人程度

keiKi@nakaokaɹɹ  愛媛ダイビングセンターɹɹ  なし

5月下०ʙ6月上०ɹ य़の大型海藻・サンゴ群集・ڕ類の
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹ 生息調査

6月末ʗ10月中०ɹ   海ఈ清掃活動

9月ୈ2日༵ɹ             サンゴの保全活動

10月中०ɹ                秋の大型海藻・サンゴ群集・ڕ類の
                                    生態調査

産
官
学
連
携
の
持
続
可
能
な
里
海
づ
く
り

F i le .

1 ੴ৞小学生と行った水生生物観察会
2 町内の問題を子どもたちが調査し、発දした内

子未来塾 3 内子小学生による小田川での水生
生物観察会 4 ஑干しで干上がったഅ஑にてト
ンボ観察会 5 Նٳみのイベント企画のチラシ

˔所 在  地ʗ喜多郡内子町内子2302
˔ి࿩番߸ʗ090-2787-1357
˔設 立  年ʗ平成28年ɹ˔活動人数ʗ15人

なしɹɹ  内子未来づくりネットワークɹɹ  なし

年間ɹ     内子の水生生物図ؑ作成のための調査

4ʙ3月ɹ町内保育園・༮ஓ園・小学校等での
                 環境学習サポート（50回程度）

6ʙ10月ɹࡾӜ保愛基ۚ補助による
ɹɹɹɹ  水生生物観察会（全7回）

ਵ時ɹɹ 町内イベント参加

1

4
32
5

ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
๏
ਓ

಺
ࢠ
ະ
དྷ
ͮ
͘
Γ
ω
ỽ
ト
ϫ
ồ
Ϋ

団 体

子
ど
も
た
ち
の
瞳
が
輝
け
る
未
来
を
創
造
し
よ
う

HP

Ѫ
ඤ
μ
Π
Ϗ
ϯ
ά
η
ϯ
λ
ồ

団 体

地
域
資
源
の
健
全
な
存
続
と
経
済
の
両
立
を
目
指
す

32
54

૕ޟ ᗵ ޠ
自分の住むまちの環境に

興味を持ってもらう
感による体験ޒ

౏ޟ ᐔ ޠ
町内全小学校での活動で

全ての子どもに等しく
機会を提ڙ

᭴ޟ ▽ ޠ
行政・学校・地域・ઐ門家を

つなぐ持ଓՄೳな
体੍づくり

豊
か
な
環
境
を
知
る
こ
と

で
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
も
っ

と
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
、環

境
教
育
は
子
ど
も
時
代
か
ら

始
め
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る

と
い
う
信
念
の
も
と
、
保
育

園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
専

門
家
の
力
を
借
り
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
型
環
境

教
育
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
る
。
町
内
全
小
学
校
で
実

施
す
る
環
境
学
習
と
し
て
の

水
生
生
物
や
ト
ン
ボ
な
ど
の

観
察
会
、N
P
O
主
催
の
未

来
塾
や
親
子
活
動
な
ど
活

動
内
容
は
幅
広
く
、子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
う
ち
こ
の

フ
リ
マ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

ഃޟ ㅧ ޠ
環境・社会・ࡁܦの

統合的発展を目指した
地域を創造する

⢒ޟ ᚑ ޠ
地域の創造的発展と社会に

貢献することのできる
࣍世代の社会の୲いखを育む

౒ޟ ഃ ޠ
多様な立場の

ステークホルダーと協ಇして
共に新たなՁ値を創造する

気
候
変
動
適
応
対
策
と

生
物
多
様
性
の
保
全
、持
続

可
能
な
社
会
を
創
造
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
す
学
習
や
活

動
を
行
う
愛
媛
ダ
イ
ビ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
。
そ
の
担
い
手
を

育
む
教
育（
E
S
D
）、地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
ま
ち

づ
く
り
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
、豊
か
な
自
然
と
歴
史

文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち

づ
く
り
な
ど
、
自
然
や
文
化

へ
の
興
味
を
育
み
な
が
ら
、

環
境
保
全
へ
の
取
組
へ
と
つ

な
ぐ
実
践
的
な
活
動
を
幅

広
く
展
開
し
て
い
る
。“
聞
い

て
・
見
て
・
体
験
す
る
こ
と
”

で
理
解
へ
と
導
き
、
体
験
の

場
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、

活
動
の
連
鎖
を
図
っ
て
い
る
。
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

ߟޟ ߥ ߇ ࠅ ޠ
出会いが人とのつながりになり
さらには社会ともつながっていく

場をつくる

新
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

F i le .

HP

1 大भ市立中学生と水生昆虫観察ɹ 2 大ऱ城ᅿ
やߡ川沿いにて「大ऱわくわく自然観察会」を開催
3 内子町立小学校生と平Ԭあけ΅のڮ෇近で

の水生昆虫観察 4 ௕浜町の大和ڮ周辺で
行ったڕ調査 5 県立高校生による野鳥観察

˔所 在  地ʗ八幡浜市布喜川甲595-15
                    （八代サイン工ܳ内）
˔ి࿩番߸ʗ0894-27-0877
˔設 立  年ʗ平成17年ɹ˔活動人数ʗ32人

なしɹɹ  なしɹɹ  なし

毎月不定期ɹ  モニタリングサイト1000里地調査

毎月ୈ2日༵ɹ大ऱわくわく自然観察会

4ʙ11月ɹɹ  八幡浜の河川やߡ川流域でのڕ類調査

5ʙ10月            水生昆虫の観察会

F i le .

1 宇和島商ళ街の土༵໷市で開催される֋絵教室
2 ώオウギガイの֪にアクリル絵の۩で自༝に絵

をඳく 3 小学生から大人まで人気のイベント
4 ੺松遊園地のシンボルだったཽٶ城を修築
5 廃ᆣになっていた公園を解体・整地

˔所 在  地ʗ宇和島市中ԝ町2-5-18
˔ి࿩番߸ʗ090-8571-4248
˔設 立  年ʗ平成23年ɹ˔活動人数ʗ40人

なしɹɹ  宇和島商ళ街 スペースΏうɹɹ  なし

毎日ɹɹɹɹɹ みんなのカフェ
                           （10�00ʙ16�00、月・木༵ٳ）

毎月ୈ3日༵ɹɹみんなの৯ಊ（11�30ʙ13�00）

2月5日ɹ             宇和島NPOࡇりで֋絵教室

7月土༵໷市        ֋絵教室

̣
̥
̤
๏
ਓ

ス
ϖ
ồ
ス
Ώ
͏
ͱ
΋
の
ձ

団 体

あ
ら
ゆ
る
障
が
い
を
抱
え
た
人
々
に
寄
り
添
う
事
業
を

HP

ಛ
ఆ
ඇ
Ӧ
ར
׆
ಈ
๏
ਓ

͔
Θ
͏
そ
෮
׆
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
ト

団 体

時
間
を
か
け
て
調
査
し
た
結
果
を
図
鑑
と
し
て
発
刊

11

౒ޟ ↢ ޠ
多様性を重んじ、社会的ऑ者を

ؚめて୭でもが
共に生きる社会を目指す

ዬޟ ႐ ᚲ ޠ
どんな人でも自༝に集い

りఴえるد、り合いޠ
開かれた居場所づくり

廃
墟
と
な
っ
て
い
た
赤
松

遊
園
地
を
1
年
半
か
け
て
解

体
・
整
地
す
る「
赤
松
遊
園
地

ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

実
施
す
る
な
ど
、
地
域
の
環

境
再
生
に
貢
献
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
南
予
特

産
の
ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ
の
貝
殻

を
障
が
い
者
施
設
利
用
者
に

磨
い
て
も
ら
い
、そ
の
貝
殻
を

使
っ
た
貝
絵
や
貝
殻
ア
ー
ト
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
大
人
気
。
障
が

い
者
や
子
ど
も
た
ち
、
高
齢

者
を
重
点
に
お
き
な
が
ら
、

市
民
の
憩
い
の
場
、
交
流
の

場
と
し
て
の
無
料
休
憩
所
や

貸
し
ス
ペ
ー
ス
の
運
営
を
通
し

て
、
宇
和
島
袋
町
商
店
街
の

活
性
化
に
も
取
り
組
む
。

ᢛޟ ஻ ޠ
身近な生きものを見分ける
道۩となる南予地域限定の

図ؑの੍作

⠌ޟ ᓧ ޠ
「モニタリングサイト1000」の

里地調査で自然を調΂
見守るख法を学ぶ

ㅪޟ ៤ ޠ
市民とઐ門家の間をつな͗、

地域の生態系を保全する
一助とする

自
然
観
察
を
行
う
際
、対

象
の
名
前
を
知
る
こ
と
は
親

し
み
を
持
つ
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
南
予
地
域
の

身
近
な
生
き
も
の
を
見
分
け

る
ツ
ー
ル
と
な
る
川
魚
、
川

虫
、野
鳥
、ト
ン
ボ
な
ど
の
地

域
限
定
図
鑑
の
整
備
を
続
け

て
い
る
。
ま
た
生
き
も
の
の

“
に
ぎ
わ
い
”を
実
感
す
る
た

め
、
身
近
な
自
然
に
つ
い
て

調
べ
、
長
期
で
見
守
る
た
め

の
手
法
を
現
場
で
実
施
し
な

が
ら
学
ん
で
い
く
自
然
観
察

会
や
勉
強
会
な
ど
の
機
会
の

提
供
、
学
校
に
向
け
た
総
合

学
習
な
ど
の
支
援
活
動
の
ほ

か
、
南
予
地
域
北
部
の
魚
類

を
は
じ
め
、
身
近
な
動
植
物

の
調
査
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

4
32
5

32
54

身
近
な
生
物
の
リ
ア
ル
な
生
態
を
調
査
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エώメエコプ ロガイドエώメエコプ ロガイド

野
鳥
の
生
息
環
境
の
改
善
活
動

F i le .F i l e .

1 4月下०にՖをつけるトキワバイカツツジ
2 定期的に行う環境学習会
3 自生地で行ったআെ作業のボランティア活動
4 毎年4月後൒に自生地で観察会を開催
5 身近な場所で出会えるように植樹を行う

4月後൒ɹトキワバイカツツジ観察会ˍ森林ボランティア

Նɹɹɹɹ自然観察会

11月ࠒɹɹ自生地での森林ボランティア

ਵ時ɹɹɹ環境学習会（学校、南予各地）

˔所 在 地ʗ宇和島市大௒ࣉԞ乙192-5 喜多方
˔ి࿩番߸ʗ090-7787-9276（土井）
˔設 立  年ʗ平成27年ɹ˔活動人数ʗ20人

なし
トキワバイカ プˎロジェクト
なし

なし
なし
なし

地
球
上
で
津
島
町
だ
け
に
自
生
す
る
ツ
ツ
ジ

F i le .

1 川町の鳥たߡ」川小学生に地域学習としてߡ
ち」を解આɹ 2 ブッポウソウの૥ശづくり体験
3 子育ての様子を観察 4 ۚଐిபݐてとಉ

時に૥ശ設置を行う 5 多くの野鳥と共存して
いることを実感してもらうためのࣸਅ展

˔所 在  地ʗ大ऱ市成ೳ513-2（Ԭੴ༉内）
˔ి࿩番߸ʗ0893-27-0350
˔設 立  年ʗ平成14年ɹ˔活動人数ʗ14人

毎月不定期ɹ自然にふれあう観察会に講師を派遣
ɹɹɹɹɹɹ野鳥の観察記࿥をデータベースに提ڙ

10ʙ4月ࠒɹブッポウソウの૥ശづくりおよび૥ശՍけ

12ʙ1月ɹɹ野鳥のࣸਅ展開催

΍
·
ͤ
Έ
22

団 体

直
近
の
目
標
は
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
の
50
つ
が
い
営
巣

HP

ト
Ω
ϫ
ό
Π
Χ
ˎ
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
ト

団 体

ト
キ
ワ
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
を
通
じ
て
地
域
を
元
気
に

11

4
32
5

32
54

᥉ޟ ෸ ޠ
地域が行う自然観察会に

講師を派遣し、
自然の大੾さについて周知

଻ޟ ⼔ ޠ
人のӨڹで減ってきている

野鳥の生息環境のվળ

⽸ޟ ₂ ޠ
野鳥の観察記࿥を

「日本野鳥の会愛媛」の
野鳥データベースに提ڙ

小
・
中
・
高
生
が
自
然
に
ふ

れ
あ
う
観
察
会
に
講
師
を
派

遣
す
る
な
ど
、
野
鳥
の
生
息

環
境
の
改
善
活
動
を
行
っ
て

い
る
。
絶
滅
危
惧
種
の
渡
り

鳥
で
あ
る
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
が

大
洲
市
内
で
確
認
さ
れ
た
こ

と
を
機
に
、
肱
川
小
学
校
や

河
辺
小
学
校
と
協
働
し
て
巣

箱
を
作
成
し
、
設
置
す
る
こ

と
で
個
体
数
を
回
復
さ
せ
る

た
め
の
試
み
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
21
年
に
は
0
だ
っ
た
繁

殖
巣
が
令
和
4
年
に
は
確
認

さ
れ
た
。
な
お
、
繁
殖
場
所

は
原
木
し
い
た
け
の
産
地
で

も
あ
り
、ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
を
シ

イ
タ
ケ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
シ

ン
ボ
ル
に
す
る
取
組
も
進
め

て
い
る
。

଻ޟ ో ޠ
絶滅危惧種の保全

（森林ボランティア）と
広ใ（公園への植樹）

දޟ ௛ ޠ
多様なスペシャリストが

協力

⠨ޟ ኤ ޠ
絶滅危惧種から

地球環境をߟえる

昭
和
59
年
に
新
種
と
し
て

発
見
さ
れ
、絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
る
、

世
界
で
宇
和
島
市
津
島
町
の

山
中
に
の
み
自
生
す
る「
ト

キ
ワ
バ
イ
カ
ツ
ツ
ジ
」
を
シ

ン
ボ
ル
に
、こ
の
ツ
ツ
ジ
を
保

全
し
地
域
を
元
気
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い

る
。
毎
年
4
月
後
半
の
開
花

期
に
開
催
す
る
観
察
会
を
は

じ
め
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
る
自
生
地
の
整
備
、
広
報

を
目
的
と
し
た
南
楽
園
ほ
か

へ
の
植
樹
、姉
妹
団
体「
な
ん

よ
T
A
C
」と
し
て
の
環
境

保
全
活
動
、
講
師
を
招
い
て

の
環
境
学
習
会
や
、環
境
を

考
え
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
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エ コ プ ロ グ ル ー プ リ ス ト

その 他 の 団 体・企 業・学 校（ 課 外 活 動 ）リスト

団体 北条地区まちづくり協議会
所在地 松山市北条辻６ 北条公民館内 TEL 089-916-6773

鹿島の遊歩道に樹木名板や有害植物についての掲示板を設置するとともに、環境保全意識の啓発のため、親子自然観察会を開催。

HP Instagram facebook Twitter

学校 松山聖陵高等学校 科学研究部
所在地 松山市久万ノ台1112 TEL 089-924-8783

児童館でのリサイクル素材を使った科学実験の実施、シュレッダーのゴミからエタノールをつくる研究などの実施・論文執筆。

HP Instagram facebook Twitter

団体 森のこころ音
所在地 松山市北井門2-10 TEL 090-7787-2107

アメリカの生物学者レイチェル・カーソンの自然環境教育「センスオブワンダー」（神秘さや不思議さに目をみはる感性）の心を伝える。

HP Instagram facebook Twitter

団体 松山海洋少年団

所在地 松山市高浜町5-2259-1 
松山観光港ターミナル TEL 089-967-6667

子どもの時から海に親しみ、海洋国日本にふさわしい人間の育成を目的に活動している。訓練のほか活発に海浜清掃を実施。

HP Instagram facebook Twitter

団体 NPO法人 School Green Japan
所在地 松山市緑町1-2-11 TEL 050-3660-6414

校園庭・公共施設緑化事業として、芝生化、森林整備、自然環境保全（ジュニア環境プログラム）等の活動を行っている。

HP Instagram facebook Twitter

団体 今出ヶ浜潮騒を守る会
所在地 松山市西垣生町869-1 TEL 089-973-0191

有数の野鳥の越冬地である重信川河口と希少生物が生息する今出ヶ浜を守るため、地元小中学生も参加して定期的に清掃活動を実施。

HP Instagram facebook Twitter

学校 愛媛県立北条高等学校
所在地 松山市北条辻600-1 TEL 089-993-0333

風早アクアランド（水族館）の運営、地域の子どもたち向けのSDGsに関するワークショップ、SDGsに関する取り組みを行う商業の授業。

HP Instagram facebook Twitter

学校 愛媛大学沿岸環境科学研究センター 海洋学研究室
所在地 松山市文京町2-5 TEL 089-927-9839

現地調査・数値シミュレーション等で人間活動や気候による沿岸環境の変動の実態やメカニズムを解明し、将来の変動予測に取り組む。

HP Instagram facebook Twitter

学校 愛媛大学 羽鳥研究室 （社会共創学部環境デザイン科）

所在地 松山市文京町3 TEL 089-927-9834

公共プロジェクトにおける合意形成・社会的意思決定について様々な角度からアプローチし、「よりよい社会」の実現に向けて取り組む。

HP Instagram facebook Twitter

団体 愛媛県地球温暖化防止活動推進センター （公益社団法人 愛媛県浄化槽協会）

所在地 松山市辻町2-31 TEL 089-925-2661

愛媛県における地球温暖化防止対策の推進活動拠点として、県民・事業者・ NPO・行政等と連携した事業活動を行っている。

HP Instagram facebook Twitter

団体 愛媛万葉苑保存会
所在地 松山市御幸1-476 TEL 089-925-2353

万葉集に詠まれた約100種類の植物を植えた「愛媛万葉苑」で草引きや遊歩道の清掃、絶滅危惧植物の保護などの奉仕活動を行う。

HP Instagram facebook Twitter

団体 四国山守人会

所在地 松山市祝谷6-1122-12 
クリスタルコート道後92 405 TEL 090-6434-2246

自然豊かな四国の登山道の補修や維持管理、イベントなどを通じて地域の活性化や失われていく文化・技術を継承している。

HP Instagram facebook Twitter

団体 特定非営利活動法人 愛媛昆虫類調査研究機構
所在地 松山市末広町15-2 TEL 090-2785-9030

愛媛県の昆虫類の調査研究や環境保全に関する事業を行い、昆虫類の分布・生態等の解明や種の保存を図る。

HP Instagram facebook Twitter

団体 愛媛県資源循環優良事業者連絡協議会（Ｒｅ－えひめ）

所在地 松山市南江戸2-660-1 （株）愛亀内 TEL 089-921-3030

3R活動の普及啓発のため、自治体が行う環境イベントへの協力、講師派遣による環境学習活動の推進等を実施。

HP Instagram facebook Twitter
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団体 住民自治されだに
所在地 伊予市中山町佐礼谷乙973 TEL 090-3787-9033

伊予市佐礼谷地域の自治組織。特産品などの販路拡大の他、世代間交流や学外活動を通して過疎少子高齢化対策を行っている。

HP Instagram facebook Twitter

団体 愛蝶会
所在地 伊予郡松前町昌農内322-10 TEL 089-984-5865

愛媛県内の愛蝶家によって蝶の採集会を開催。内に生息している蝶の分布状況や絶滅危惧種の調査・保護活動を行っている。

HP Instagram facebook Twitter

企業 山陽物産 株式会社
所在地 伊予郡松前町北黒田176-1 TEL 089-961-6668

業界初となる米を原料としたプラスチック製の商品、再生資材を使用した商品など、環境に配慮した様 な々ホテルアメニティの開発・製造。

HP Instagram facebook Twitter

団体 今治西部丘陵公園を守り育む会
所在地 今治市東門町1-6-19 TEL 090-9772-5484

今治西部丘陵公園（愛称「しまなみアースランド」）の活性化のため、清掃活動や竹林整備、放置された森林整備を行う。

HP Instagram facebook Twitter

学校 愛媛県立今治西高等学校 生物部
所在地 今治市中日吉町3-5-47 TEL 0898-32-5030

主に今治市周辺の沿岸部や河川・用水路の生物調査を基にした課題研究に取り組む（現在は6つの班に分かれて研究）。

HP Instagram facebook Twitter

団体 山田クラブ
所在地 今治市朝倉下甲292-4 TEL 0898-56-2319

希少動植物の生態系維持のため自然環境の保全活動を支援し、登山道の整備などを行っている。登山マナー向上のため勉強会も実施。

HP Instagram facebook Twitter

団体 特定非営利活動法人 今治シビックプライドセンター
所在地 今治市南宝来町1-5-23 TEL 0898-34-5695

今治港を起点にした中心市街地の活性化に取り組み、“賑わい”と“ときめき”を創出する活動を展開している。

HP Instagram facebook Twitter

企業 株式会社 四国ライト
所在地 今治市延喜甲840-１ TEL 0898-31-8851

砥部焼の窯元から排出される不適合製品を粉砕し原料の一部としてリサイクル活用した路面標示用塗料「媛マルライン」を商品化。

HP Instagram facebook Twitter

団体 西条里山活動隊
所在地 西条市丹原町川根甲455-1 TEL 0898-68-6571

地域の植生や生物を学ぶワークショップ等の開催や空き家見学ツアーなどを計画し、移住・定住への紹介なども行っている。

HP Instagram facebook Twitter

団体 特定非営利活動法人 TEtoTE
所在地 上浮穴郡久万高原町西谷10203-1 TEL 090-8294-1234

四国カルスト県立自然公園を有する久万高原町・西谷地域を中心に、主に地域活性化と自然環境の保全を目的に活動している。

HP Instagram facebook Twitter

学校 愛媛県立伊予農業高等学校 伊予農希少植物群保全プロジェクトチーム

所在地 伊予市下吾川1433 TEL 089-982-1225

オオヨシキリが飛来するヨシ原の再生、希少種の避難・再移植、塩屋海岸のマイクロプラスチックの調査等、生物多様性の保全に関する活動。

HP Instagram facebook Twitter

企業 坊っちゃん劇場
所在地 東温市見奈良1125 TEL 089-955-1174

四国・瀬戸内の歴史や伝統文化、偉人を題材にしたミュージカルを上演する劇場。愛媛から全国に発信する文化特使を目指している。

HP Instagram facebook Twitter

団体 面河地区地域運営協議会
所在地 上浮穴郡久万高原町渋草2431 TEL 0892-58-2111

住民の福祉の充実に関する事業、面河の資源や人材活用に関する事業、交通問題をはじめ住民の生活利便性の確保に関する事業を行う。

HP Instagram facebook Twitter

  東 予
学校 愛媛県立伊予農業高等学校 環境開発科

所在地 伊予市下吾川1433 TEL 089-982-1225

無農薬・無化学肥料による栽培とドローン等の先端技術を組み合わせた、環境保全と省力化を両立する水稲栽培の研究。

HP Instagram facebook Twitter

団体 なかやま十彩会
所在地 伊予市中山町中山丑304 TEL 090-9628-4145

耕作放棄地に季節に合わせひまわりや秋桜を植えている。また地元の竹を使った門松教室や廃棄される中山栗を使ったお守りも販売。

HP Instagram facebook Twitter

企業 ユナイテッドシルク 株式会社
所在地 松山市大街道3-2-8 TEL 089-909-7793

愛媛県内で、繭の生産（スマート農業）から原料加工・シルク製品製造・販売までを一気通貫で行い、地域共創のエコシステムを構築。

HP Instagram facebook Twitter

団体 面河山岳博物館 モモンガクラブ
所在地 上浮穴郡久万高原町若山650-1 TEL 0892-58-2130

面河山岳博物館が主催する久万高原町民限定の生物部の活動。町内の自然や歴史を知る観察会を月1回程度実施。

HP Instagram facebook Twitter
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学校 宇和島市立清満小学校
所在地 宇和島市津島町岩渕丙395 TEL 0895-32-2028

地域に自生している希少種「トキワバイカツツジ」の保全活動やダンボールコンポストを使った堆肥づくりに取り組む。

HP Instagram facebook Twitter

学校 宇和島市立高光小学校 地域の自然環境を守り隊
所在地 宇和島市高串2番耕地121-1 TEL 0895-22-1861

地域のアサギマダラ保存会と連携してのアサギマダラの生息環境の整備（フジバカマやキジョランの栽培）や捕獲調査。

HP Instagram facebook Twitter

団体 特定非営利活動法人 U.grandmaJapan
所在地 宇和島市桝形町2-1-8 TEL 0895-22-0326

地域の人々が支え合い、助け合いの心を育みこのまちに誇りをもてるよう、生活に密着した課題解決型の活動を行っている。

HP Instagram facebook Twitter

学校 宇和島市立城南中学校 生徒会
所在地 宇和島市文京町3-2 TEL 0895-22-1274

沖の島におけるハマユウの移植、島の清掃、漂着ゴミの調査、パネル展示や学校HPで島の環境保全を保護者・市民へ意識啓発。

HP Instagram facebook Twitter

団体 Clean the coast
所在地 宇和島市元結掛1-5-6 TEL 0895-25-2813

海洋環境・海岸環境保全を目的に宇和島市の海岸清掃を行う。市民の方 と々も協力し、きれいな海を守っていく。

HP Instagram facebook Twitter

学校 愛媛県立宇和島水産高等学校 水産増殖研究部
所在地 宇和島市明倫町1-2-20 TEL 0895-22-6575

宇和海沿岸の干潟および藻場の調査の実施、新養殖対象種の開発、展示等による環境意識啓発活動。

HP Instagram facebook Twitter

学校 白浜地区北浜公園をみんなで守る会
所在地 八幡浜市北浜1-7-30 TEL 0894-24-5640

白浜地区北浜公園の清掃活動を行うほか、小・中学生向けの環境教室を通じて住民の環境保全意識の向上を図っている。

HP Instagram facebook Twitter

団体 東予科学遊びを楽しむ会
所在地 新居浜市桜木町13-49 TEL 0897-35-1735

科学絵本の読み聞かせやゲームなどを通し、未就学児や低学年児童に身近な自然や科学に興味を持ってもらう活動を行う。

HP Instagram facebook Twitter

団体 にいはま環境市民会議

所在地 新居浜市坂井町3-11-48
アルファスマート新居浜駅101 TEL 0897-40-1119

市・市民・事業者が環境問題を自らの問題とし、自然保全やごみの減量の他、昔遊びなどで親子の交流などを深める活動を行う。

HP Instagram facebook Twitter

団体 特定非営利活動法人 愛媛生態系保全管理
所在地 喜多郡内子町吉野川1127 TEL 090-7784-9574

野生生物の調査と保全、環境教育、生態系に配慮した土木工法の研究と提言、希少生物の増殖、自然林・人工林の育成と管理を行う。

HP Instagram facebook Twitter

団体 一般社団法人 ノヤマカンパニー
所在地 西予市宇和町稲生237-1 TEL 090-1170-3861

親子参加型の森のようちえんの運営、耕作放棄地を子どもたちの遊び場「山の基地」として活用、その他、ビオトープの保全活動など。

HP Instagram facebook Twitter

団体 宇和コウノトリ保存会
所在地 西予市宇和町小野田670 TEL 090-7622-8845

西予市宇和町に飛来しているナベヅルや特別天然記念物のコウノトリなどの保護活動。自然と人が共生するまちづくりを目指す。

HP Instagram facebook Twitter

団体 特定非営利活動法人 どんぐり王国
所在地 西予市宇和町明間1766 TEL 0894-67-0056

里山の風景と循環型農業を基盤に子育て支援活動を実施。里山見守り隊を結成し保全活動、耕作放棄地を活用した環境学習イベントなど。

HP Instagram facebook Twitter

団体 一般社団法人 E.Cオーシャンズ
所在地 八幡浜市布喜川甲595-15 TEL 0894-27-0877

船を利用した漂着ゴミ清掃や調査を行っている。「海ごみバカ・クソじじいチャンネル（YouTube）」にて活動を紹介。

HP Instagram facebook Twitter

団体 さんきら自然塾
所在地 八幡浜市大平1-865-2 TEL 0894-24-4961

毎月1回以上の野外自然観察会と室内自然環境講座を両輪に、各種＜自然界への恩返しECOアクション＞にTRY中。

HP Instagram facebook Twitter

企業 株式会社 マルヤス
所在地 新居浜市外山町16-32 TEL 0897-47-6017

プラスチックフィルム製造時に発生するトリミングロスを非加熱で再ペレット化する機械を開発し、原料削減と焼却時のCO2削減に貢献。

HP Instagram facebook Twitter

  南 予

団体 わくわくたんばらんど
所在地 西条市丹原町高松甲582 TEL 0898-68-4820

自然体験活動、歴史ツアーを通して西条市丹原町の自然に触れることができる活動をしている。ワークショップなども定期的に実施。

HP Instagram facebook Twitter
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愛媛県からのお知らせ
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県内の環境保全活動及び自然保護活動の活性化を図るため、特定非営利活動法人（NPO）、ボランティア団体、
市民活動団体等の非営利団体等が行う環境保全や自然保護に係る自主的な事業を広く公募しています。
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県内において環境保護活動を続けている個人または団体を紹介するとともに、
特に優れた活動を表彰。愛媛県における環境活動の普及・発展に寄与することを目的としています。
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三浦保環境賞表彰式の様子

「三浦保」愛基金成果発表会の様子
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平成19年、三浦工業株式会社の創業者・故三浦保氏の

「事業の成功は自分の力だけではない。お世話になった社会へ恩返しをしたい」
とのご遺志を受け、同氏夫人の昭子氏から県に対し、寄附の申し出をいただきました。

同社の株式100万株の寄附を県に受け入れさせていただき、
これを原資として創設されたものです。
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毎年、環境保全・自然保護活動や社会福祉
活動に取り組む団体を募集し、審査のうえ助
成を行うほか、県直営事業も実施しています。

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら
！

4�4�


